
実施課程名  全日制の課程

取り組む課題  生徒の希望する進路の実現

評価指標
・国公立大学進学者数の維持・増加
・難関私立大学進学者数の増加

府立東住吉高等学校　

学校経営推進費　事業計画書

１．事業計画の概要

・前年度までの取組みに加えて､生徒一人ひとりの疑問・質問に答えられるよう､各教科等の準備室の前に机と椅子､
　電気スタンドを設置し、自主的な学習をバックアップするための「QAスペース」とする。さらにこのスペースを
　個人相談の場所としても活用する。

２年目
・初年度に設置した机・椅子等の「QAスペース」を、自主的な学習支援の質問と進路相談に活用する。
・活用状況を把握し、必要があればさらなる有効活用に向けて工夫する。

　計画名
　QA（Question  ＆  Advice）スペースプラン
　～進路に向けての疑問はここで解決！～

２．事業計画の具体的内容

学校経営計画の
中期的目標

１　進路を実現する確かな学力の養成（２）一人ひとりの生徒の希望の進路を実現する。
ア　進路について考える機会を豊富に用意し、希望の進路を実現する強い意志を育む。
イ　学習習慣の確立のために、年間を通じた自習室運営、長期休業中の勉強合宿などに学校組織として取り組む。
ウ　情報収集、情報分析を行うとともに、志望校情報交換会などを行い、生徒支援のための情報共有を進める。
　＊　H28年度入試結果（国公立39名、関西難関私立大学250名）を30年度・31年度入試でも国公立大学35名以上、関
　　　西難関私立大学合格230名以上を維持する。

事業目標

　この「QAスペース」は、従来本校が力を入れて全教員で運営してきた「自習室」など生徒の自主学習の習慣確立を
サポートするための質問スペースであり、また、進路指導部が主催して教員が情報収集・情報分析した進路情報を
個々の生徒に伝えていくためのアドバイススペースであり、進路決定に向けて不安を抱く生徒に寄り添い励ますため
のカウンセリングスペースともなる場所である。このスペースを設置することで、生徒の進路実現のための支援を強
化する。

・国公立大学合格者数45名／360名以上（H28:38名／400名、H27：26名／360名）
・難関私立大学合格者数250名／360名以上（H28:250名／400名、H27：130名／360名）

３年目
・初年度に設置した机・椅子等の「QAスペース」を、自主的な学習と進路相談に活用する。
・活用状況を把握し、必要があればさらなる有効活用に向けて工夫する。

取組みの
主担・実施者

　教頭・首席

成
果
の
検
証
方
法

と
評
価
指
標

初年度
・国公立大学合格者数35名／360名以上（H28:38名／400名、H27：26名／360名）
・難関私立大学合格者数230名／360名以上（H28:250名／400名、H27：130名／360名）

２年目
・国公立大学合格者数40名／360名以上（H28:38名／400名、H27：26名／360名）
・難関私立大学合格者数240名／360名以上（H28:250名／400名、H27：130名／360名）

３年目

取
組
み
の
概
要

導入・整備する
設備・物品

・二人用机　　・椅子　　・電気スタンド

取
組
内
容

前年度

・「がんばった学校支援事業（平成24年度）」により整備された自習室の継続的・発展的な活用（年末年始を除く開
　室、30時間及び100時間学習マラソン）
・勉強合宿、教科による進学講習
・外部産業を利用した模擬試験や生活アンケートに基づく傾向分析と個人懇談

初年度



３．事業費

円

積算内訳
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小計

¥665,172合計

10　負担金・補助
　　及び交付金

科目（節） 内訳 単価 数量 金額

１　報償費

事業費総額 665,172

小計

２　旅費

12 ¥124,800

¥49,272

小計

３　消耗需用費
15 ¥351,000机 ¥23,400

電気スタンド ¥10,400

消費税

¥140,10030¥4,670椅子

小計 ¥665,172

４　維持需用費

小計

５　役務費

小計

７　使用料
    及び賃借料

６　委託料

小計

小計

小計

９　工事請負費

小計

８　備品購入費


